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平成 30年度町政懇談会記録（要旨） 

 

開催日 ： 平 成 30年 7 月 15日 ( 日)  

開 会 ： 午 後 1 時 00 分  閉 会 ： 午 後 2 時 00 分  

場 所 ： 笹尾東 2 丁目 

参 加 者 ： 男 6 人、女 1 人 計 7 人 

町職員：町長、副町長、建設部長、政策課長、政策課員 

 

・開会 1：00  

・町長報告 1：02～1：26 

・懇談 1：26～2：00 

・閉会 2：00 

 

 

○懇談 

男性 1    駅前事業がなくなり、そこに含まれていた計画は今後どのように考えていくのか。 

 

町長     例えば、東員第一中学校の移転は、駅前の計画がなくなり、そこへ移転することは難

しくなりました。生徒の通学のことも考えて、真ん中にもってくるのが自然だろうとい

う皆さんの意見もありますので、非常に厳しいですが、新しいタイプの学校づくりを考

えれば、絶対無理ではないという話もありましたので、県と話をしながら、どういう形

なら移転できるのかも含めてやっていかねばならない。地方創生の時代と言われていま

すが、国がいう地方創生は地方がよくなるものでない。それぞれの地域にあった地方創

生があるべきだと思っています。地方 6 団体という知事会や議長会、町村会という地方

団体がありますので、そこを通じて、国に対して地方のことは地方のやり方ができるよ

う理解していただき、地方でできる地方創生を考えてほしいと訴えていきたい。県とも

連携しながら、国に訴えていきたいと思っています。 

 

男性 2    農地の除外申請はある程度終わっていたのですか。 

 

町長     この計画を示して、東海農政局をはじめ農政関係には話をさせていただいていました。

その中で、市街化編入できるのであれば、農転はできるというお話をいただいていたの

で、千載一遇のチャンスだと思っていました。うまく民間開発が成立すれば、市街化編

入ができたということになります。 

 

男性 2    高齢者の住宅施設や商業スペースの計画はほぼできていたのですか。 

 



2 

 

町長    そこは事業者に計画を出していただくことになっていました。住宅については専門です

が、商業についてはアイデアをいただけなかったので、我々も協力していました。 

 

男性 2   一中の跡地を使うという話もあったのですか。 

 

町長    それは切り離して考えていましたが、もしそういう提案があればしてくださいという話

はしていました。具体的なことは何もなかったです。 

 

男性 3   北勢線の赤字の問題ですが、新聞で定期が減ってまた赤字が膨らむという記事を読んだ

が、今後はどうなるのでしょうか。 

 

町長    赤字は実際には増えていませんが、ただ通学が減っています。通勤は若干増えており、

昨年は前年より少し赤字が減りました。ただ、今後は子どもが減りますから通学は減るだ

ろうと予測しています。今、桑名駅前の改修をしており、ＪＲや近鉄のホームが近くなり

ます。通勤客を増やせれば、少しでも赤字を減らせるのではと考えていましたが、駅前開

発ができなくなったので、それも仕切り直しで考えていきたいと思っています。 

 

男性 3   通勤としてなぜ北勢線の利用ができないのかを考えないと、通勤客は増えないと思いま

す。どの地域までの住民を通勤圏内とするのか。利便性を考えなければ増えないのかと思

います。 

 

政策課長  北勢線の実績ですが、平成 29 年度は 255 万 9 千人、平成 28 年度は 257 万 3 千人で

0.5％少なくなっていますが、それまでの数年は少しずつ伸びています。通学は減っていま

すが、通勤の定期が徐々に増えています。通勤通学以外は横ばいとなっており、通勤の定

期をいかに伸ばすかがポイントだと思っています。桑名駅の改修は桑名が施行しています

が、平成 32 年度を目標に進めており、桑名駅と桑名西駅の間が近くなる予定です。 

 

男性 3   桑名西高校の学生用に最寄り駅からバスを出すとかも考えたらどうでしょうか。 

 

町長    穴太駅からは桑名西高校までバスが出ています。 

 

政策課長  桑名市、いなべ市、東員町からなる北勢線運営協議会でも運営について協議しています

ので、いただいた意見を協議会でも参考にさせていただきたいと思います。 

 

男性 4   駅前がダメになったのは民間の責任だけではないと思います。ここまでにこういう判断

をしなかったからできなかったと、その原因を、判断基準をもっとしっかり検証してほし

い。東員第一中学校の建て替えや移転の話はもう一度検討し、早く期限を決めてしっかり

判断をしてほしい。回答は結構ですのでお願いしたい。もう１点は城山地区の道路の停止
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線ですが、大通りに入る所の停止線が消えています。小さい道の停止線は最近引かれまし

たが、大きい道路の所が消えているのはいかがなものでしょうか。 

 

建設部長  停止線と横断歩道は県の公安委員会が管理していますので、町が手出しすることはでき

ません。県の公安委員会の方へ要望として伝えさせていただきます。 

 

男性 4   私たちはどこまでが町などという判断基準がわかりませんので、わかるように告知され

た方がいいと思います。 

 

建設部長  告知についてはすぐできますので、対応させていただきます。 

 

女性 1   ネオポリスは高齢化していて、一人暮らしが多いです。自立していけない場合、施設に

お世話になります。なかなか施設に入れない状態なので、町でも介護施設を作ってほしい。

年金生活者でも入れるような施設があったらいいと思います。 

 

町長    施設は民間でほとんどやっていただいています。そこへ行政が手を出すわけにはいきま

せんので、民間にお任せしています。ただ今年からの 3 年計画があり、町には特別養護老

人ホームが一つしかありませんので、この計画の中で 50 床の特別養護老人ホームの募集

をかけています。判断は県になりますが、二者から応募があったという情報は聞いていま

す。もう一つ在宅医療、介護の連携も模索していまして、四日市の山城にある、いしが在

宅ケアクリニックに在宅医療をカバーしていただいています。役場では長寿福祉課が担当

ですので、何かありましたらご相談いただけたらと思います。 

 

女性 1   自宅で介護をしたことがありますが、容態が悪くなるのは夜なんです。ホームヘルパー

は夜 10 時までしか来ていただけないので、24 時間体制ですと安心できると思います。 

 

町長    介護については、今答えが出せませんので、持ち帰り相談させていただきます。医療に

ついては、いしが在宅ケアクリニックは 24 時間体制となっています。 

 

 


